
 

令和７年度  事 業 報 告 書  

 

公益財団法人  日本発明振興協会  

  

当協会は昭和 28 年に｢優秀発明振興協会｣として創立､昭和 34 年 11 月 11 日｢財団法人 

日本発明振興協会｣として内閣総理大臣より設立の許可を受けた｡昭和 48 年には現在地

に日本発明振興会館を建設して当協会の目的である発明振興活動の拠点とし､旧科学

技術庁をはじめとする諸官庁の指導のもとに科学技術の普及啓発と思想の高揚を図り

産業の発展及び国民生活の向上に努めてきた｡ 

 

平成 22 年 4 月には公益財団法人の移行申請を行い､同年 11 月 19 日に内閣総理大臣よ

り移行認定書を受領し､同年 12 月 1 日に解散登記並びに設立登記を行うことによって

新たに｢公益財団法人日本発明振興協会｣として再スタートした｡ 

 

令和 7 年度においては､令和 6 年度に引き続き公益事業として 4 つの事業を柱に従来

の発明振興及び普及の諸事業を継続して実施した｡ 

 

第 51 回「発明大賞表彰事業」において、令和 7 年 7 月から 9 月に募集を行った案件

に対し、委員会による予備審査及び審査を経て受賞者の決定を行い、令和 8 年 3 月 13

日に表彰式を実施した。第 47 回「こども発明教室」は令和 7 年 5 月から約 8 ヵ月間、

土、日曜日などを利用して実施し、 令和 8 年 2 月 15 日に修了式を実施した。  

「発明普及事業」としては、第 45 回「発明研究奨励金交付事業」において、令和 7

年 5 月から 7 月に交付申請を受け付け 11 月 14 日に交付式を行った。また、科学技術

週間に参加し、優秀発明発表会を 4 月 18 日に開催した。サイエンストランプについて

は、これまで制作したトランプの普及を図った。「会誌発行事業」としては、機関誌「発

明と生活」の発行を継続して実施した。その他、文部科学大臣表彰への推薦を実施し

た。 

 

これらの事業を、必要に応じて科学技術振興機構、東京都立産業技術研究センター

との連携協力協定のもとに実施した。 

 



１．発明大賞表彰事業  

    日刊工業新聞社と共催の第 51 回発明大賞の表彰事業として、中堅・中小企業及び

個人またはグループを対象に発明大賞、発明功労賞、考案功労賞、発明奨励賞、発

明育成賞を設定し、募集を行い、各賞を授与し顕彰した。令和 8 年 3 月 13 日に明治

記念館において表彰式を実施した。 

  

発  明  大  賞（4 件）  

 

（１） 発明大賞本賞  

       「転倒しても走行可能な超小型・高強度無人探査車」   

（株）ダイモン  代表取締役社長  中島 紳一郎殿 

 

（２）発明大賞東京都知事賞   

       「燃料噴射制御システム及び二元燃料機関」  

阪神内燃機工業（株）     代表取締役 社長      木下 和彦 殿 

          ほか 4 名  

 

（３）発明大賞日本発明振興協会会長賞   

       「静音・衝撃吸収搬送装置」   

伊東電機（株）      代表取締役会長       伊東 一夫 殿 

          ほか 2 名  

     

（４）発明大賞日刊工業新聞社賞   

       「4 隅の圧力を個別に調整できるパッケージ用型抜き装置」           

（株）デュプロ   代表取締役社長           田中 日出男 殿 

           ほか 3 名  

 

発  明  功  労  賞（7 件）  

 

（１） 「多様な形状の段ボール箱を効率よく生産できる製函機」     

（株）ISOWA   代表取締役社長       磯輪 英之 殿 

 

（２） 「チューブ変形による流体遮断技術」 

旭光電機（株）  代表取締役社長      和田 貴志 殿 

                                                           ほか１名 

 

（３） 「低損傷型大電流コネクタ」 

（株）グローブ・テック  技術部 アシスタントマネージャー  

               栗本 慶介 殿 



                       

（４） 「樹液ヤニが付いても軽い開閉が長続きする園芸はさみ」  

（株）近正   代表取締役       和田 祥一 殿 

 

（５） 「腸溶性組成を用いたサプリメント用ソフトカプセル」  

中日本カプセル（株）  事業部 部長    須原 渉 殿 

                                                           ほか２名 

 

（６） 「プレカット建材（横架材）用自動積込装置」 

宮川工機（株）  代表取締役社長       宮川 嘉隆 殿 

 

（７） 「ウォータージェット工法の廃水再生装置」  

（株）流機エンジニアリング  代表取締役社長        西村 聡 殿 

  

 

考  案  功  労  賞（2 件）  

 

（１） 「異形断面材対応自動棒材供給機」  

育良精機（株） 常務取締役 省力機器事業部 事業部長 兼 技術部長 

         中里 幸司 殿 

 

（２） 「工作機械の内部清掃を効率化する洗浄専用工具」  

菱高精機（株）  開発課 課長                        中原 宏 殿 

ほか１名 

 

 

発  明  奨  励  賞（2 件） 

 

（１） 「容器の中心以外の目標位置に基づく作業順序決定」  

コネクテッドロボティクス（株） 技術開発 Robotics Engineer 

Jason Swee Shao Wen 殿 

ほか１名 

 

（２） 「本体内で刃先が折れる据置又は吸着式安全カッター」 

個 人        光広 和三 殿 

 

 発  明  育 成 賞・・・・・該当なし  

 

２．こども発明教室事業  



 

      第 47 回こども発明教室を日本発明振興会館地下 1 階を利用し、土曜日午後及

び日曜日午前・午後などに実施した。95 名が入室し、専任講師 1 名、講師 20 名

が交替で指導にあたった。 令和 8 年 1 月 18 日に作品審査会を行い、同年 2 月 15

日に JAM 金属労働会館にて修了式を実施した。 

 

３．発明普及事業  

（１）発明研究奨励金交付事業 

第 45 回発明研究奨励金交付事業を実施し、令和 7 年 11 月 14 日、日本発明振

興会館において 3 件に奨励金を交付した。 

交付対象となった試作・研究題目及び受領者は次のとおりである。  

 

「染料の回収方法」  

マイクロバイオファクトリー（株）   代表取締役   清水 雅士 殿   

  

    「ゲート切断装置及び成形用金型」  

（株）テクノクラーツ      代表取締役   反本 正典 殿 

 

「三次元網状構造体」  

（株）シーエンジ         代表取締役社長 高岡 佳久 殿 

 

             

（２）優秀発明発表会  

科学技術週間に参加し、令和 7 年 4 月 18 日に、第 50 回発明大賞受賞者 8 社に

よる優秀発明発表会を JAM 金属労働会館にて開催した。 

 

（３）発明相談  

        発明に関する特許、技術その他の無料発明相談について、年間を通して対応

を行った。 

 

（４）交流及び講演会等 

①交流及び見学研修会 

令和 7 年 11 月 10 日～11 日に、（株）キミカと日本製鉄（株）東日本製鉄所

を見学先として、交流及び見学研修会を実施した。  

  

②サイエンストランプ  

これまで制作した 8 種類のトランプを全国の科学館等で普及するとともに、 

「科学の甲子園ジュニア」をはじめとする学生科学コンテストの全国大会に 

参加賞として提供するなどして、引き続き普及を図った。 



 

４．会誌発行等事業  

機関誌『発明と生活』を 6 回発行した。発明大賞、こども発明教室等、各種協会

事業や会員の栄誉等について報告し、賛助会員及び関係各方面に配布し、普及を行

った。 

 

５．優秀発明功労者の推薦  

（１）国家褒章等への推薦 

      該当する候補者を文部科学省に推薦し、下記の方が受章した。  

紺綬褒章（閣議決定 令和 8 年 2 月 21 日） 

  白井芳子 氏 

 

（２）文部科学大臣表彰への推薦  

第 50 回発明大賞受賞者から 4 件を文部科学大臣表彰科学技術賞（技術部門 3

件と開発部門 1 件）に推薦し、令和 8 年 3 月 9 日に下記の方の受賞内定の連絡が

あった。 

 科学技術賞技術部門（表彰式 令和 8 年 4 月 15 日） 

 岩本 典裕 氏 （株）ダイレクト 21 代表取締役会長  

 長澤 理  氏 （株）ダイレクト 21 代表取締役社長  

 佐澤 昌治 氏 （有）ショウナンエンジニアリング  代表取締役社長 

 和田 貴志 氏 旭光電機（株） 代表取締役社長 

 西垣 健司 氏 旭光電機（株） 技術部設計課 担当課長 

 

６．新春賀詞交歓会  

令和 8 年 1 月 22 日に明治記念館にて新春賀詞交歓会を開催した。 

 

７．会館建物の老朽化対策の検討  

   調査・検討経過について、令和 7 年度第 2 回理事会、第 3 回理事会、 

臨時評議員会において報告がなされた。 

 

８．理事会・評議員会など  

（１）令和 7 年度  第 1 回理事会（令和 7 年 6 月 3 日）  

   第１号議案 令和 6 年度事業報告書（案）について  

   第２号議案 令和 6 年度決算報告書（案）について  

   第３号議案 評議員の選任（案）について 

第４号議案 評議員会の日時及び場所並びに目的である事項について  

 

（２）令和 7 年度  定時評議員会（令和 7 年 6 月 23 日） 

第１号議案 令和 6 年度事業報告書（案）について  



第２号議案 令和 6 年度決算報告書（案）について  

第３号議案 評議員・役員等の選任（案）について 

 

（３）令和 7 年度 臨時理事会（書面による理事会）（令和 7 年 6 月 23 日） 

第１号議案 「代表理事、執行理事（副理事長、専務理事、常任理事）選任（案） 

および名誉会長、 顧問 選任（案）」 

 

（４）令和 7 年度 第 2 回理事会（令和 7 年 12 月 3 日） 

第１号議案 中間財務状況について  

第２号議案 発明振興表彰・特別表彰 表彰者について 

 

（５）令和 7 年度  第 3 回理事会 （令和 8 年 3 月 10 日） 

第１号議案 令和 8 年度事業計画書（案）について  

第２号議案 令和 8 年度収支予算書（案）並びに資金調達及び設備投資の  

見込み（案）について 

第３号議案 特定費用準備資金等取扱規程の改正について 

第４号議案 機関誌「発明と生活」リニューアルについて  

第５号議案 役員への交通費等費用の支給について  

第６号議案 臨時評議員会の日時及び場所並びに目的である事項について  

 

（６）令和 7 年度 臨時評議員会 （令和 8 年 3 月 18 日） 

第１号議案 令和 8 年度事業計画書（案）について  

第２号議案 令和 8 年度収支予算書（案）並びに資金調達及び設備投資の  

見込み（案）について 

 


